










社会資本総合整備計画「第二期旧東海道品川宿地区における良好な街なみの形

成」事後評価に伴うアンケート 

アンケート調査の概要 

●評価手法 

旧東海道品川宿地区の住民を対象としたアンケート調査を行い、品川宿らし 

いと感じる人の割合を調査する。品川宿らしさを感じない人のうち、建物の 

修景などによって品川宿らしさが高まるとおもう人の割合を期待値とする。 

●アンケートの目的 

旧東海道品川宿地区の住民が品川宿らしいと感じる人の割合を54%(H28)から

60%(H34)に増加させることを計画の成果目標とし、成果の達成状況を評価す

るためにアンケートを行う。 

●対象 

 旧東海道品川宿地区（北品川 1丁目（一部）・2丁目、南品川 1・2・3目） 

に居住する 20 歳以上の区民から無作為に抽出した 1,400 人 

●実施期間 

 令和 4年 7月 28 日～同 8月 31 日 

●配布方法 

 郵送 

●回答数 

 399 通（回答率 28.5％） 

●アンケート内容 

 2、3 ページのとおり 
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